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５ プロジェクトの展開 

(１) プロジェクトの設定 

大塚下における取組メニュー（基本メニューなど）の中から、先導性や特色、必要性の高さなどを考慮し、

主要な取組を取り上げ、一部はより具体的なネーミングとし、共有するテーマで組み合わせることによって

プロジェクトを構成します。 

そのことは、計画のめざす方向性と特色をわかりやすく、明快に示すことになります。 

また、個々それぞれに取り組むことに比べ、限られた人材や資金を有効に活用することになるとともに、

効果の範囲を広げたり、住民参加の意欲や選択度を高めたりすることにつながります。 
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■プロジェクトの設定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史文化の再発見・魅力づくり 

プロジェクト 
―大塚（下）の歴史文化・地域資源の 

掘り起こしと活用― 

○祭りなど伝統行事の復活・活性化、世代間交流・人育て 
○木遣（きやり）の輪の拡大 
○大塚の歴史文化の聞き取り・記録・継承 
○“大塚村十二景”の活用  
○新たな“大塚十二景”や名所づくり 
◇案内表示板の設置（歴史・文化資源の保存・活用）★ 
◇大塚地域誌の作成 
◇探訪イベントの開催          など 

スローフードﾞの里づくり 

プロジェクト 
―大塚（下）の農地の活用と 

安全・安心の食づくり― 

○農家レストランづくり 

（民家、空き家、農地の活用） 

○農作物やその加工品の特産品づくり 

◇グリーン・ツーリズムの研究       など 

竹の里 アーツ・アンド・クラフツ 

プロジェクト 
―竹のアート・ものづくり－ 

◇竹を生かしたものづくり・竹の特産品づくり 

―アーツ・アンド・クラフツ― 

 ・参加者、協力者、指導者、場所、道具、素材の確

保 

・竹細工の講座、竹を使った行事（そうめん流し、

竹のものづくり体験など）の開催 

◇竹のアートイベント 

◇情報発信      など 

大塚シンボル通り 

プロジェクト 
―西風新都中央線・中筋沼田線と沿道の魅力づくり・土地活用― 

◇沿道の土地活用（都市的土地利用）の検討★ 

◇印象的な街路樹、道路等の緑化・修景、歩道や沿道での花づくり 

◇屋外広告物などのルールづくり 

◇アートの取組（沿道への芸術作品の設置、竹のオブジェづくりなど） 

◇サンフレッチェを生かした通りづくり など 

◇農地への景観作物の植え付け（紫の花…上記、レンゲなど） 

◇「道の駅」のような場の確保・整備  など 

 

 

 

 

 

 

農あるまちづくり 

プロジェクト 
―農地の保全・活用― 

○市民菜園などの開設★ 

○農地の活用、レンゲの里づくり 

◇農地の活用、耕作放棄地対策、鳥獣被害対策 

◇菜園付き住宅等の検討   など 

 

 

 

暮らしの道づくり プロジェクト 
―主要道路の整備（★）と安全・安心な交通環境の確保― 

連携 
竹と食の融合・組合せ(青竹とうふ、竹の酒器)など 

連携 
農農地の活用と
特産品づくり 

川の再生と生き物のすむ環境づくり 

プロジェクト 
―大塚川・梶屋谷川・ 

平木川・堂の迫川などの活用― 

◇生き物のすむ環境づくり★ 

・コイのすむ川づくり、川シジミのいる環境づくり 

・ホタルの幼虫などの放流 

◇生き物観察会などの開催 

◇河川の清掃美化  

□生き物のすめる河川環境づくり（河川の整備） ★ 

□下水道の整備      など 

支え合いの安全・安心・快適 プロジェクト 
―防災とミニネットワークづくり― 
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都市的土地利用検討 

プロジェクト 
―平地部・山地部の土地活用― 

○大塚集会所の裏山の土地活用の検討★ 

○その他山地部等の土地活用の検討 

◇沿道の土地活用の検討（左記など）★ 

 

 

 

 

 

 

○メニュー：(主として)地元   ◇メニュー：地元と行政等(協働)   □メニュー：(主として)行政等   ※いずれの場合も連携・協力が大切 

★印は土地利用構想において「先導的な個別の取組」と位置付けたもの、及び今後の土地利用を方向づける取組 

※グリーン・ツーリズム 
農山漁村地域において休暇を過ごすことによって、
自然、文化、人々との交流を楽しむ旅のこと。 

※アーツ・アンド・クラフツ 
アーツとは芸術・技術、クラフツとは工芸・技能といった意味です。 
芸術と工芸の融合によって、工芸品などの付加価値を高めるととも
に、ものの作り手と品物と、それを使う人々との間に親密な関係が
生まれることも期待できます。 

※木遣（きやり） 
木遣歌の略。木遣の時、または地突き（家を建てる前などに地面を突き固めること）の時、
祭で山車（だし）を引く時などに歌う歌。木遣とは、重い材木や石を、多くの人が音頭を取
りながら運ぶこと。 
13世紀の初め、禅僧栄西が、中国（宋）で見聞したことを、建仁寺の新築で取り入れたこと
が、日本での起こりとされ、その後、全国に広まったとされています。その多くは伊勢参り
の人たちが、伊勢木遣（伊勢音頭は伊勢木遣が変化したもの）を持ち帰り、それぞれの地域
や時代により独自に変化したようです。 
 

※スローフード 
 効率やスピードを重視した食や、それからくる生活への反省
及び｢ファーストフード｣への対立概念・活動としてイタリアで
スタートした取組。日本でも、各地で郷土食や地域の食材の
重視、地産地消、日本酒の再評価など、スローフードにかか
わる取り組みがなされています。 

 


